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芦原温泉駅周辺整備基本計画  
～ 北 陸 新 幹 線 駅 の 芦 原 温 泉 駅 併 設 に 対 応 し た ま ち づ く り ～  

現在の JR 芦原温泉駅に併設される北陸新幹線芦原温泉駅は、平成 26 年度末

に開業される長野～金沢間と同時期の開業を目指し、あわら市、福井県を始め

とする周辺自治体が一丸となって取り組みを進めています。 
 
今回、あわら市では『芦原温泉駅周辺整備基本計画策定委員会』を設置し、

以下に示す 3 つの計画課題に対応した駅周辺の総合的なまちづくり計画を策定

し、その実現方策について検討しました。 

① 新幹線駅設置に対応した受け皿づくり 

② 地区内に散在する低未利用地の活用 

③ 芦原温泉等の観光地への玄関口に 

ふさわしい駅周辺のまちづくり 

今回は、駅周辺まちづくりの基本的な方向性を踏まえ、特に以下に示す都市施設等

に関する整備基本計画が報告されました。 

■ 『駅前広場（西口、東口）』『アクセス道路（西口、東口）』『東西自由通路』は、平成 19

年度末を目標として位置及び規模を正式に都市計画に定めます。 

■ 短期的には西口広場の拡張および西口アクセス道路の整備を優先し、新幹線開業に合わ

せて、東口広場およびアクセス道路を整備し、併せて（仮称）にぎわい交流施設を整備

します。 

■ また、今回計画された駅周辺整備の実現に向けては、今回の委員会同様、市民の皆さん

を含めた検討の場を設けたいと考えております。 

◇ まちづくりのテーマ ◇ 

“ 駅から始まる 暮らし、出会い、賑わいのまち ” 

◇ まちづくりの方向性および整備基本計画として検討した主な施設等 ◇ 

■ 定住環境の向上 

 

■ 広域交通ターミナルの強化 

 

■ 広域拠点及び玄関口として都市機能の強化 

 

■ 魅力的で個性あふれる景観形成 

 

東西自由通路（東西市街地の一体化） 

駅舎(在来線・新幹線)、駅前広場(西口・東口)、アクセス道路(西口・東口) 

都市機能導入の提案 

都市景観形成の提案 
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① 西口アクセス道路 

② 西口広場 

③ (仮称)にぎわい交流施設 

④ 駅舎および東西自由通路 

⑤ 東口広場 

⑥ 東口アクセス道路 

西口アクセス道路は鉄道敷き跡地の活用を基本とし、西口

広場と芦原温泉街方面を連絡するように計画します（北側の

接続方法については新幹線整備に伴う市道滝・高塚線(高塚

跨線橋)の架け替えと調整）。また、市道金津・芦原線との連

続性に考慮し、美しい街路樹を両側に施した緑陰道路とし、

幅員は 14～16ｍを計画します。 

 

14～16ｍ(緑陰道路) 

西口広場は、現在の広場北側のまとまった低未利用地（市

営駐車場等）を活用し北側方向へ拡張した面積約 6,000 ㎡の

区域とします。公共交通ターミナル及び一般車･送迎ターミ

ナル等を設置し、福井県北部の玄関口として駅利用者の利便

性を高めます。 

 

18～20ｍ(東口シンボル道路) 

東口広場は、西口広場に確保できない交通結節機能を補完

するとともに新幹線口の交通需要に対応できるよう、市道

171 号線を拡幅した面積約 2,000 ㎡の区域とします。 

東口アクセス道路は、新幹線口と市道旭・山室線を結ぶル

ートとし、駅への正面性や地表の高低差を考慮し市道 171 号

線を拡幅・強化します。東口のシンボル道路として、景観面

での配慮を行い、また、十分な両側歩道および植栽を施し、

幅員は 18～20ｍを計画します。 
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新幹線 在来線 

昇降路 

北陸本線 

新幹線駅舎と老朽化していることから建替えが望まれる在

来線駅舎ともに、現駅舎の北側（金沢より）に計画します。 

東西自由通路は県道芦原温泉停車場線（シンボル道路）へ

の人の流れを考慮し、新駅舎の南側（福井より）に計画しま

す。幅員は 6～8ｍとし、広場への昇降はエレベーターやエ

スカレーターを設置しバリアフリーに配慮します。 

西口広場正面に位置する工場跡地に、市民や広域圏住民、

更には観光客を含む来街者が集い、憩える施設として、(仮

称)にぎわい交流施設を計画します。導入する機能として

は、足湯や本陣飾りの展示場などあわら市ならではの機能が

望まれます。 

また、新幹線開業までの間

は暫定的な利活用により駅周

辺部の活性化に寄与させるこ

とも考えられます。 

 ※駅周辺施設の整備イメージ（案）はあくまで現時点での案であり、今後、市民

の皆さんやその他関係者の意見・要望を反映させていく必要があります。 
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